
食物栄養学科
■教育目標

　 食物栄養学科は、 ラ イ フ ステージに応じ た栄養・ 調理の知識、 技術を 修得し 、 少子高齢化社会において1人ひと り のラ イ フ スタ イ ルに即し た健康管理に貢献でき る 栄養士を 育てます。 また、 幅広い教養と 倫理観を 修得する こ と によ り 、
社会人と し ての良識と 判断力を持っ た積極的で心温かい人材を 養成し ます。

卒業必修 栄養士必修

英語（ 基礎）

大学基礎演習

１ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期

２ 　 年　 次

前 学 期 後 学 期
科目領域の教育目標

〇〇〇〇 〇〇〇〇 選択科目〇〇〇〇

健康と スポーツ

情報科学 国際文化論

法学 博多の食と 文化 コミ ュニケーショ ン 論

心理学

哲学

歴史学

社会学

生物学 データ サイエンス入門数理科学

ボランティ ア 論 世界の教育 教養講座（ 小論）

芸術の世界

色彩の科学

心理学 哲学 社会学

生物学 データ サイエンス入門数理科学

ボランティ ア論 世界の教育

芸術の世界

色彩の科学

心理学

文学 データ サイエンス入門

情報科学 国際文化論

法学 博多の食と 文化

世界の食と 文化 世界の食と 文化

コミ ュニケーショ ン 論

心理学

歴史学

文学 データ サイエンス入門

入門情報処理・ 実習

英語コ ミ ュニケーショ ン入門

実用栄養英語

教養講座（ 英語)

実用情報処理・ 実習

英語（ TOEIC）

中村学

セミ ナー

食品加工学実習

フード スペシャリスト 論

食物栄養学演習

セミ ナー

教養講座（ 英語）

中村学

英語コミ ュニケーショ ン

栄養指導論Ⅰ 栄養指導論Ⅱ

栄養指導論基礎実習 栄養指導論実習

臨床栄養学概論

臨床栄養学実習

栄養士総合講座

栄養学実習Ⅱ

食品学基礎実験

基礎生化学

解剖学

食品学実験

栄養・ 生化学実験

給食管理実習（ 校内）

給食管理実習（ 校外）

環境衛生学

応用調理学実習Ⅰ

保健福祉概論

公衆栄養学概論

調理・ 実践栄養実習

英語・ 海外研修

栄養士基礎講座

栄養学実習Ⅰ

食品学

栄養生化学

応用栄養学

生理学

基礎調理学実習

運動生理学

病理学

解剖生理学実験

食品衛生学実験

応用調理学実習Ⅱ

栄養士特論

フード コーディ ネイト 論 食料経済

食事摂取基準・ 献立論

基礎栄養学

食品衛生学

給食計画・ 実務論

食品材料学調理学

入門調理学実習

■態度・ 志向性①
社会人と し ての倫理と 教養・ 基本的な語学力などを 修得
し ている。

■態度・ 志向性②
本学の「 建学の精神」 および本学科の「 教育目標」 を 修
得し 、 栄養の専門職と し て使命感と 責任感を も っ て職務
を 遂行でき る 。

■態度・ 志向性③
自ら 適切な食生活を 実践でき る自己管理能力と 協調性を
も っ て連携・ 協働するこ と で社会に貢献し たい強い意志
を 持っ ている 。

■知識・ 技能①
対象者に応じ た食事の管理を 中心と し た栄養管理を 適切
に実践でき る 。

■知識・ 技能②
栄養学の専門的知識および技術を 活用し 、 課題に対し て
必要な情報を 収集・ 選択し 、 科学的視点を 持っ て論理的
に判断し 、 健全な発育・ 発達、 健康の維持・ 増進、 疾病
の発症予防に貢献でき る 。

■知識・ 技能③
科学的視点と 専門的知識およ び技術を も っ て、 個人や集
団の健康状態や特性を ふまえた、 良質で安全な食事の管
理を 中心と し た栄養管理を 行う 。

■実践力・ 応用力①
栄養学研究の基礎から 応用までの必要性を 理解し 、 研究
成果を 実践に応用・ 活用でき る。

■実践力・ 応用力②
人々の生活背景や価値観を 尊重し 、 豊かな人間性を 持っ
て、 より 良い食生活の意思決定を 支援でき る。

■実践力・ 応用力③
食事の管理を 中心と し た食のスぺシャ リ スト と し ての誇
り を 持ち、 人々の健康増進に寄与するために生涯を 通し
て自律的に学び続ける。

食物総合演習

〔 2024年度以降入学生適用〕 （ 24F・ 25F）
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